
 【⽉案】8⽉‧1歳児 

 今⽉の保育のポイント 

 ●  ⼀直線に活発に遊ぶことを好むようになってきた⼀⽅で、体温調節は未熟であるため、熱がこも 
 りやすく、すぐに不調をきたすので、室温や外遊びの時間に考慮し、快適に過ごせるように環境 
 を整える。 

 ●  あせも、⾍刺され、かぶれや、寝汗をかいて⽬覚める⼦どもがいる姿があるので、⼀⼈ひとりの 
 ケアを怠らず、午睡の時間を⼗分に取り、快適に過ごせるように援助する。 

 ●  ⽔遊び、⾍に触れる、⾝体を動かして遊ぶなど、夏ならではの遊びを保育者や友達と関わりなが 
 ら楽しむ。保育者は素材や玩具を⽤意し、遊びを⼦どもと楽しみながら盛り上げていく。 

 ●  ⽔着やタオル等、⽔遊び⽤の⽤意を⼊れたバッグを⼦どもが出しやすい場所に置いておき、すぐ 
 に取り出せるようにする。 

 ⽉のねらい 

 ●  暑さに負けないように、元気に過ごす。 
 ●  ⽔や砂、泥などに触れ、夏ならではのダイナミックな遊びを楽しむ。 
 ●  保育者や友達と⼀緒に関わりながら遊ぶことを楽しむ。 
 ●  夏の⽣き物や植物に親しむ。 
 ●  ⻑期休み中の体調や⽣活リズムに配慮し、無理なく過ごせるようにする。 
 ●  発⾒や気持ちを仕草や単語で伝えようとする。 
 ●  好きな遊びややりとりを繰り返し楽しむ。 
 ●  保育者の援助のもと簡単な⾝の回りのことが出来る喜びを味わう。 

 週のねらい 

 その1 

 ●  1週⽬：汗をかいたら着替え、⼼地よく過ごす（養護） 
 ●  2週⽬：⽔や砂に触れ、夏ならではの遊びをたのしむ（教育） 
 ●  3週⽬：夏祭りに参加し、楽しさを味わう（教育） 
 ●  4週⽬：興味のある遊びを、友達や保育者と⼀緒に楽しむ（教育） 

 その2 

 ●  1週⽬：保育者や友達と夏の遊びを共に楽しむ（教育） 
 ●  2週⽬：⼗分な⽔分補給や休憩を取りながら暑い夏を健康的に過ごす（養護） 
 ●  3週⽬：保育者や友だちと⼀緒に、⽔遊びや感触遊びのおもしろさや気持ちよさを味わう（教 

 育） 
 ●  4週⽬：夏の⾃然に親しみながら、興味や関⼼などを広げる（教育） 

 その3 

 ●  1週⽬：安⼼で安全な環境の中、体を動かすことを楽しむ（教育） 
 ●  2週⽬：夏野菜や植物、⽣き物を⾒たり触れたりする（教育） 
 ●  3週⽬：発⾒や要求を⾃分なりの⾔葉で伝えようとする（教育） 
 ●  4週⽬：休み明けの体調や⽣活リズムに配慮し、無理なく過ごせるようにする（養護） 
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 その4 

 ●  1週⽬：夏の感染症や肌疾患に留意し、健康に過ごせるようにする（養護） 
 ●  2週⽬：⾐服を脱いだり、保育者の援助のもと着ようとする（養護） 
 ●  3週⽬：気に⼊った遊びを繰り返し楽しむ（教育） 
 ●  4週⽬：保育者や友達と触れ合う楽しさを感じる（教育） 

 前⽉末の⼦どもの姿 

 養護（⽣活） 

 ●  保育者に⼿伝ってもらいながら、⾃分で⾐類の着脱をしようとする⼦どもが多い。 
 ●  初めて⾷べるものなどでは嫌がる姿がみられることもあったが、少しずつ様々な料理形態に慣れ 

 て意欲的に⾷べ進める姿が⾒られている。 
 ●  ⾷事の挨拶をする際には、保育者の真似をしながらしぐさや⾔葉で⽰すようになってきた 
 ●  親しみのある保育者に⾒守られながら、安⼼して眠る姿が⾒られる。 
 ●  おまるに座ることに慣れ、保育者に声をかけられると意欲的にトイレに向かっている⼦どももい 

 た。 
 ●  咳、⿐⽔、発熱等の症状が⾒られ、⽋席する⼦もいた。症状が⻑引いている。 
 ●  暑さから情緒が乱れたり、⼗分な睡眠が取れない時がある。 
 ●  保育者の⾔葉の意味が分かって⾏動できる姿が増えてきた。 
 ●  ⼿洗いを喜んでするが、⽔遊びに発展してしまうことがある。 
 ●  ⾃分の嫌な気持ちを声や⾸を振って表現する。 

 教育（遊び） 

 ●  「ちょうだい」「どうぞ」など簡単な⾔葉のやりとりを、保育者と楽しんでいる。製作の際には 
 様々な素材に触れることを喜び、興味を⽰していた。 

 ●  指先を使う遊びには集中して取り組み、ひとり遊びを楽しんでいる姿が⾒られた。 
 ●  友達のやっている遊びに興味を持ち、関わって遊ぶことを楽しんでいた。 
 ●  ⽔遊びの際には顔にかかると泣いてしまう⼦どももいたが、喜んで遊ぶ⼦どもが多かった。泥に 

 は抵抗を⽰すこともあったが、慣れてくると意欲的に遊び、楽しんでいる姿が⾒られた。 
 ●  興味のある絵本を保育者のもとへ持ってきて、読んでもらおうとする⼦どももいた。 
 ●  保育者が歌をうたうと⼀緒に声を出したり、⼿を動かして喜ぶ。 
 ●  保育者の⼿を引いて⾏きたい場所ややりたい遊びを伝えようとする。 
 ●  好きな遊びを「もう⼀回」と⾔葉や仕草で表現し繰り返し楽しむ。 
 ●  夏の花を⾒たり触れたりする⼦、⾍にも興味があるが⼀定の距離を保ち、近すぎると怖がる⼦が 

 いる。 
 ●  使っていた玩具を取られたり嫌なことがあると、泣いたり、⼝を開けて噛もうとする。 
 ●  歩いたり⾛ることを喜ぶ。不安定で転ぶ⼦や勢いがつきすぎて転ぶ⼦がいる。 
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 活動内容（5領域対応）∕環境構成と援助 

 養護（⽣活） 

 ●  活：  ⾷事の際には、⾃ら挨拶のしぐさをしようとする。（健康‧表現） 
 環：  ⾷事の際には保育者⾃⾝がしっかりと挨拶を⾏う。その際には、⼦どもが⼀緒に真似しやす 
 いようにゆっくりと⾏い、楽しい雰囲気で⾷事を始められるようにする。 

 ●  活：  保育者に励まされながら、スプーンを持って⾃ら⾷べようとする。（健康‧⼈間関係） 
 環：  ⼦どもがスプーンを使って⾷事をとる姿を認め、⼦どもが全部⾃分で⾷べられたと感じられ 
 るように配膳の量を調節し、進める。 

 ●  活：  汗をかいたり⽔れぬれたりすると着替え、清潔にする⼼地よさを感じる。（健康） 
 環：  「汗でびしょびしょになったね」「着替えると気持ちいいね」と⼦どもの気持ちになりなが 
 ら声掛けをし、進めていく。 

 ●  活：  着替えの際には、⾃ら腕をあげたり袖に通したりしようとし、保育者に⼿伝ってもらいなが 
 ら意欲的に着替えようとする。（健康） 
 環：  着替えの際には、⼦どもが着替えようとする姿を認め、⼀緒に着替えを進められるようにう 
 る。 

 ●  活：  保育者に声をかけられると⾃らトイレに向かい、おまるに座ろうとする。（健康） 
 環：  ⼦どもが意欲的にトイレに向かえるよう、遊びの様⼦に配慮しながら⼀⼈ひとり声かけを⾏ 
 う。渋ってしまう⼦どもはタイミングにも配慮し、あとから声をかけるなど個別に対応するよう 
 にする。 

 ●  活：  ゆっくり、よく噛んで⾷べようとする。（健康） 
 環：  ゆっくり、落ち着いた空気で⾷べられるようにし、「よく噛んでね」等やさしく⾒守りなが 
 ら声をかける。 

 ●  活：  ⾃分で服を出したり、帽⼦をしまうなどする。（健康） 
 環：  帽⼦や服の場所が分かりやすいように、棚にイラストを貼っておき、同じ場所から取りやす 
 いようにする。 

 ●  活：  ⾷器に⼿を添えて、最後まで⼀⼈で⾷べる。（健康） 
 環：  ⾷事の様⼦を⾒守り、⼿を添えた⽅が安定して⾷べやすいことを知らせる。最後は1か所に 
 ⽫の⾷物をまとめる等、終わりが分かりやすいようにする。 

 ●  活：  保育者の声がけで⼩まめな⽔分補給をする。（健康） 
 環：  「暑いからお⽔飲むよ」「たくさん遊んだからお⽔飲もう」と声がけして⽔分補給をする。 
 飲むのを嫌がる⼦は、⽔やお茶の温度を変えたり、「どっちがいい？」と聞いたりしながら少し 
 でも⽔分を摂れるようにする。 

 ●  活：  ⾃分の名前が呼ばれることを喜んだり、友達の名前を呼ぼうとする。（⼈間関係） 
 環：  名前を使う歌をうたったり、たくさん名前を呼びかけながら喜びや友達の名前の認識に繋げ 
 る。「お友達のお名前⾔えるのすごいね」と認めて喜びに繋げる。 

 ●  活：  快適な環境の中で⼗分な睡眠をとれるようにする。（健康） 
 環：  エアコンや扇⾵機等を使って室温を調整したり、寝具のかけ⽅を変えながら⼼地よい睡眠に 
 繋げる。途中⽬覚めてしまったら、⼼地よい⾵を送ったり、体に優しく触れながら再⼊眠できる 
 よう関わる。 

 ●  活：  保育者に⿐⽔を拭いてもらったり、⾃分で拭こうとする。（健康） 
 環：  「⿐⽔出てるから拭こうね」と⾔葉かけしてから優しく拭き取る。嫌がる時は⾃分でティッ 
 シュを持ってみることで気持ちの切り替えに繋げたり、ウエットティッシュを⽤いることで無理 
 なく清潔を保てるようにする。 

 ●  活：  オムツに排泄したことを保育者に知らせようとする。（健康） 
 環：  オムツ替えの際に「ちっち出たね」「綺麗にしよう」と排泄した感覚を感じられるよう関わ 
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 る。指差ししたり、「ちっち」と⾔葉で知らせようとする姿を⾒逃さず、「教えてくれてありが 
 とう」と笑顔で⾔葉かけする。 

 ●  活：  帽⼦やズボン、靴下、靴を⾃分で脱げるようになる。（健康） 
 環：  汗で脱ぎにくいこともあるため、脱ぎ始めを援助して⾃分で出来たという喜びを感じられる 
 ようにする。 

 ●  活：  視診や触診、必要に応じて検温を⾏いながら健康状態に留意する。（健康） 
 環：  担任間で体調を把握しておき、⿐⽔や咳‧⾷欲不振‧発疹等の症状が⾒られている時には検 
 温や保護者へ連絡することで早期対応出来るようにする。 

 ●  活：  思いを受け⽌め、安定して過ごせるようにする。（健康） 
 環：  表情や⾔葉を笑顔で受け⽌めていく。思いを⾔葉にできず噛みつきが⾒られる年齢でもある 
 ため、遊ぶ様⼦をよく⾒守り、噛みつく前のサインを⾒逃さず「嫌だったね」と気持ちを受け⽌ 
 めていく。 

 教育（遊び） 

 ●  活：  シャボン⽟を⾒たり触れたりし、興味を持つ。（環境） 
 環：  細かいシャボン⽟や⼤きくゆっくり動くシャボン⽟など、⼦どもがシャボン⽟の動きや⼤き 
 さに⼼が動くような場⾯をつくり、保育者も真剣になって楽しむ。 

 ●  活：  ⽔遊びや泥遊びなどの夏ならではの遊びを楽しむ。（環境） 
 環：  ⽔の事故を防ぐため全体把握の役⽬をおく。泥や⽔を⽇光に当てておいたり混ぜておくな 
 ど、⾊々な触感を作り出し、⼦どもが感覚遊びを楽しめるようにしておく。 

 ●  活：  保育者に⼿を引かれ、⼿すりにつかまりながら、階段を上り下りしようとする。（環境） 
 環：  階段を上り下りする際には怪我に気をつけ、⼦どもの⼿を引いて上り下りを⾏う。⼦ども同 
 ⼠が押したりしないよう、間を開けて登ったり、少⼈数で移動するように気を付ける。 

 ●  活：  指差しや簡単な⾔葉を使いながら、⾃分の思いを伝えようとする。（⾔葉） 
 環：  ⾃分の気持ちを態度だけでなく、指差しや⾔葉で伝えられるように代弁していく。また、気 
 持ちを伝えようとしている時にはしっかりと受け⽌め、充実感を感じられるようにする。 

 ●  活：  保育者に気持ちを受け⽌めてもらう満⾜感を味わう。（健康‧⼈間関係） 
 環：  ⼦どもの要求に対して、必ずしも表⾯上の要求が全てと思わず、常に⼦どもの本⼼を探りな 
 がら対応する。 

 ●  活：  簡単なリズム遊びや運動遊びに喜んで参加し、⾝体を動かすことを楽しむ。（表現） 
 環：  運動遊びやリズム遊びの際には、広い場所で⾏い、⼦ども同⼠がぶつかって怪我のないよう 
 に配慮する。 

 ●  活：  保育者と夏野菜を収穫し、⼀緒に⾷べる。（健康‧環境） 
 環：  ⾊の違いや数を⼀緒に数えたり、⼦どもが野菜をもぎ、その場にいる⾍なども含めて⼿触り 
 や⾊味、数を楽しめるように収穫する。 

 ●  活：  ⽔を移し替えたり、すくってこぼす等して⽔の性質に触れ、遊びを楽しむ。（健康‧表現） 
 環：  ⽔の中で⽔を⼤きく動かしたり、⼀滴の⽔の滴りやバケツをひっくり返して滝のように落ち 
 る様⼦を保育者が作り出し、様々な⽔の楽しさを全⾝で受け取れるように遊びをつくる。 

 ●  活：  ⾃分の⾏きたいところや興味あるところに⾏き、発⾒や興味を保育⼠に伝える。（⼈間関 
 係） 
 環：  ⼦どもの指さしや興味の瞬間に「〜があったの？」等、共有をしたり、⼦どもから話しかけ 
 られるのを近くで待ち、応答のやりとりを作る。 

 ●  活：  好きな絵本を繰り返し読んでもらったり、⾃分で⾒ることを楽しむ。（環境） 
 環：  絵本を持ち、読んで欲しいことを訴える姿を受け⽌め、丁寧に読み聞かせして楽しさを共有 
 する。様々な絵本を⽤意しておき、絵本を親しむ気持ちに繋げていく。 

 ●  活：  夏祭りの雰囲気を味わいながら、参加することを楽しむ。（環境） 
 環：  いつもとは違う雰囲気に驚いたり、楽しんだりする⼀⼈ひとりの様⼦を受け⽌めながら⼀緒 
 に夏祭りに参加し、安⼼した気持ちで楽しめるようにする。 
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 ●  活：  夏の歌をうたったり、⼿遊びをすることを楽しむ。（表現） 
 環：  季節にちなんだ歌や⼿遊びを、朝⼣のお集まりや遊びの中に取り⼊れて興味や表現に繋げて 
 いく。「お歌うたうの上⼿」「⽔鉄砲作れたね」と笑顔で認めて楽しさに繋げる。 

 ●  活：  広々とした環境の中で歩いたり⾛ったりすることを喜ぶ。（健康） 
 環：  ホールや園庭の安全確認を⾏った上で遊び始め、⼦ども同⼠の衝突や転倒等に留意しなが 
 ら、体を動かす楽しさに共感していく。 

 ●  活：  夏の植物や⽣き物を⾒つけて指差しし、観察することを楽しむ。（環境） 
 環：  発⾒を受け⽌め⼀緒に観察していく。触れようとする姿も⾒られるため、触れても安全な植 
 物や⽣き物であれば実際に触れる経験が出来るよう援助していく。 

 ●  活：  友達と⼀緒にプールに⼊ったり⽔遊びをすることを楽しむ。（⼈間関係‧環境） 
 環：  保育者も⼀緒に⽔に触れながら楽しい気持ちを盛り上げていく。⽔の事故防⽌のため、遊び 
 を監視する保育者を必ず配置する。 

 ●  活：  保育者が仲⽴ちのもと、友達との関わりを知る。（⼈間関係） 
 環：  ⼿を繋いだり、側で⼀緒に遊んでいる時は「嬉しいね」と笑顔で⾔葉かけする。関わりたい 
 気持ちがあるものの⼒加減が出来ない時や⼀⽅的な関わりになっている時は、様⼦に応じて関わ 
 り⽅を伝えていく。 

 ●  活：  指差しをしたり「なに？」と⾝の回りの玩具や物に興味を持つ。（環境‧⾔葉） 
 環：  ⾝の回りに対する興味を受け⽌めて「○○だよ」「良く⾒つけたね」と笑顔で⾔葉かけしな 
 がら実際に遊んでみたり、触れてみることで⾝近な物に対する興味や関わる楽しさに繋げる。 

 ●  活：  指先を使った遊びをじっくりと楽しむ。（健康‧環境） 
 環：  ポットン落としや紐通し、積み⽊、シール遊び等を⽤意し保育者が遊ぶ姿を⽰すことで興味 
 に繋げ、遊ぶ楽しさや⼿先の発達、集中⼒に繋げていく。 

 健康、安全⾯で配慮すべき事項 

 ●  歩くのが上⼿になり、だんだんと⾛りたい⼦どもも増えてくる。部屋の中での転倒や⼦ども同⼠ 
 がぶつかったりして怪我をしないよう、こまめに声かけを⾏う。また、⼦どもの⾛りたい気持ち 
 も受け⽌め、広々とした場所でのびのび遊べる時間を設けるようにする。 

 ●  ⽇差しが暑く、遊具なども熱くなってくる。やけどなどに繋がらないよう、遊ぶ前には安全点検 
 を必ず⾏うようにする。    

 ●  ⽔分補給や休息を必要に応じて取りながら、熱中症にならないよう気を付ける。また、⽔分補給 
 をあまり⾏わない⼦どもには、特に気をつけてこまめに声をかけていく。 

 ●  汗疹やとびひ等の肌疾患が多くなる時期、丁寧な視診をしたり清潔を保てるようにする。 
 ●  上⼿く⾔葉にできず噛みつきが起こることがあるため、担任間で対応についてしっかりと話し 

 合っておく。 
 ●  ⼾外遊び前には暑さ指数の確認を必ず⾏う。 

 今⽉の製作‧歌‧絵本‧⼿遊び‧室内室外遊び 

 製作 

 ●  びっくりスイカ∕おばけがばぁ！∕スタンプでかき氷製作 

 歌 

 ●  きんぎょのひるね∕ゆりかごのうた∕アイアイ 
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 絵本 

 ●  おめんです∕くらい くらい∕あっ！ 

 ⼿遊び 
 ●  サイダー∕かきごおり∕いわしのひらき 

 室内室外遊び 

 ●  寒天でひんやり感触遊び∕フィンガーペインティグ∕⽔遊びのススメ 

 ⾏事 

 ●  プール遊び 
 ●  ⼣涼み会（夏祭り） 
 ●  避難訓練 
 ●  誕⽣会 
 ●  ⾝体測定 
 ●  ⽔の⽇（8/1） 
 ●  原爆の⽇（8/6，9） 
 ●  ⼭の⽇（8/11） 
 ●  お盆（8/13〜） 
 ●  終戦記念⽇（8/15） 

 ⾷育 

 ●  夏野菜に触れ、旬の⾷材への興味を持てるようにする。 
 ●  清潔な環境で⾷事をする⼼地よさを感じる。 
 ●  ⾷べたい気持ちを⼤切に受け⽌めてもらいながら、ゆったりとした雰囲気の中で⾷事を楽しむ。 
 ●  快適な環境の中で意欲的に⾷事をする。 
 ●  ⼿遊びや絵本を通して⾷材に興味を持つ。 
 ●  ⾷後に⼿や⼝を綺麗にする⼼地よさを感じる。 

 異年齢保育 

 ●  年上の友だちとの⽔遊びでは、同じ素材や玩具を⽤意し、模倣しながら楽しめる環境を整える。 
 ●  友だちの遊びへの興味に寄り添い、思いを代弁して仲⽴ちし、⼼地よく関われるよう援助する。 
 ●  年下の友だちに玩具を「どうぞ」と渡す姿には、「ありがとう」と代弁し、思いやりの気持ちを 

 育む。 
 ●  年上の友だちと⼀緒に、園で育てた夏野菜を⾒たり触れたりする機会を設け、⾷材への興味を育 

 む。 
 ●  異年齢の友だちと⼀緒に遊ぶ中で、順番や決まりへの意識が徐々に育つよう、丁寧に関わる。 

 職員間の連携 

 ●  ⽔遊びを安全に楽しめるよう、その⽇クラスに⼊る職員間の役割分担や動きを明確にする。 
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 ●  ⼦どもが⾝の回りのことを⾃分なりに⾏う姿を共有し、適切に意欲を育む援助を⾏えるようにす 
 る。 

 ●  ⼦ども同⼠のトラブルで噛みつきなどが⾒られた場合は共有し、遊びの環境や職員の配置を⾒直 
 す。 

 ●  その⽇の⼦どもの体調を調理員と共有し、無理なく⾷べられる量や形態で給⾷を提供する。 
 ●  お盆期間の保育を安全に⾏えるよう、出席する⼦どもの個々の様⼦や⽣活リズムを丁寧に共有す 

 る。 

 地域と家庭との連携 

 ●  夏季休暇中は家族との外出などで⽣活リズムが崩れ、疲れが出やすい時期。ゆったりと過ごせる 
 時間も持って⽣活リズムに気をつけて過ごしてもらうよう声をかけていく。 

 ●  ⽔遊びのある⽇には健康状態のチェックを必ず⾏ってもらい、⽔遊びの可否について知らせても 
 らう。 

 ●  汗をかいて着替えることも多いため、引き続き着替えの補充を多めに⾏ってもらえるようにお願 
 いする。 

 ●  ⽔遊びの道具や着替えを持ち帰ったら、洗濯して再度持ってきてもらえるように声をかけてい 
 く。 

 ●  夏の感染症やクラスで出ている症状等について掲⽰や⼝頭で伝え、家庭でも意識してもらえるよ 
 うにする。 

 ●  肌を掻いてしまったり、友達を傷つけてしまうことがあるため⽖切りをお願いする。 
 ●  簡単な着脱に意欲的な姿を知らせ、園での援助の仕⽅を伝えながら家庭でも時間がある時に取り 

 組んでもらえるようにする。 
 ●  地域の家庭に向けて園庭を開放し、交流を図る。 

 ⻑時間保育の配慮 

 ●  涼しい室内でもこまめに⽔分補給の時間を設け、熱中症を防ぐ。 
 ●  ⼣⽅は園庭遊びやテラスでのシャボン⽟を楽しみながら、⼾外の⼼地よさを感じられるようにす 

 る。 
 ●  疲れやすい時期のため、個々の体調の変化に留意し、丁寧に様⼦を観察しながら関わる。 
 ●  安⼼して排泄に臨めるよう、個々の様⼦や援助について職員間で丁寧に共有し、配慮して関わ 

 る。 
 ●  お迎えの時間までリラックスして過ごせるよう、慣れ親しんだ玩具や絵本を⽤意しておく。 

 ⾃⼰評価 

 ●  ⾷事の際には保育者に励まされながら、スプーンを持って⾃ら⾷べようとする姿が⾒られたか。 
 ●  汗をかいたり⽔れぬれたりすると着替え、清潔にする⼼地よさを感じることができたか。 
 ●  着替えの際には、保育者に⼿伝ってもらいながら意欲的に着替えようとしていたか。 
 ●  保育者に声をかけられると⾃らトイレに向かい、おまるに座ろうとできたか。 
 ●  ⽔遊びや泥遊びなどの夏ならではの遊びを楽しめたか。 
 ●  保育者に⼿を引かれ、⼿すりにつかまりながら、階段を上り下りできたか。 
 ●  指差しや簡単な⾔葉を使いながら、⾃分の思いを伝えることができたか。 
 ●  保育者に気持ちを受け⽌めてもらう満⾜感を味わえたか。 
 ●  簡単なリズム遊びや運動遊びに喜んで参加し、⾝体を動かすことを楽しめたか。 
 ●  休み中の体調や⽣活リズム、久しぶりの登園での疲れ等を考慮して無理なく過ごせるようにした 

 か。 
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 ●  夏の健康状態に留意し、担任間で対応の確認をし迅速に対応したか。 
 ●  声や指差し、⾏動等で思いを伝えようとする姿を丁寧に汲み取ったか。 
 ●  ⼀⼈ひとりの興味を把握し、好きな遊びができる環境を整えたか。 
 ●  保育者との簡単なやりとりや友達との触れ合いを楽しめたか。 
 ●  周りの玩具や⾃然、物等に対して興味が湧くような働きかけができたか。 
 ●  夏祭りの雰囲気を味わえていたか。 
 ●  保護者に夏の感染症や肌疾患について知らせ、意識や早期受診に繋がるようにしたか。 
 ●  トイレトレーニングや簡単な着脱の様⼦について保護者と共有したか。 
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 ⽂例ご利⽤時の注意事項 

 ●  提供される⽂例は、⼀般的なケースを想定して作成されています。ご⾃⾝の具体的 
 な状況やニーズに合わせて適宜修正を加えてご利⽤ください。 

 ●  ⽂例の利⽤によって⽣じたいかなる結果についても、当サービスは責任を負いかね 
 ます。⾃⼰責任においてご使⽤ください。 

 ●  ⽂例は参考としてのみご利⽤いただき、直接のコピー＆ペーストではなく、ご⾃⾝ 
 の⾔葉で表現を加えることをお勧めします。 

 ●  法的な⽂書や重要な契約に関する⽂⾯は、専⾨家のアドバイスを受けて作成するこ 
 とをお勧めします。 

 ●  ⽂例の著作権は当サービスに帰属しています。無断での再配布や商⽤利⽤はご遠慮 
 ください。 

 ほいくのおまもりプラス・トップページ 


